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論文要旨

取引の相手方に対し，ある商品サービスの販売と合わせて，別個の商品サービスの購入を強要することを，抱き合わせ（ＴＹＩＮＧ）と呼ぶ．

銀行においては，銀行本体あるいは関連会社により他の銀行商品サービスの購入を与信先に対して要求すること等について，公正な競争を阻害するおそれのある行為，銀行の優越性を背景とした不当な力の行使，グループ会社間での利益相反行為等とされ，問題となる．

銀行実務において，日米ともに，総合金融サービスとしての展開が多様化そして加速しているところ，銀行のＴＹＩＮＧについて，一定のルールの確立及び更改が必要になる．

わが国の法制では，独占禁止法2条9項5号，一般指定10項（抱き合わせ販売等）,同14項（優越的地位濫用）等が掲げられるところ，諸般の新しい課題を抱えつつも周知の運用が安定的になされている．一方，金融先進国である米国においては，一般かつ広範な事象を対象とする反ﾄﾗｽﾄ法であるｼｬｰﾏﾝ法1条及びｸﾚｲﾄﾝ法3条に加え，特に1970年銀行持株会社法106条がその役割の多くを担っているところ，直近10年間において，同法の運用について，本来の趣旨目的との齟齬が現れてきている様相が窺え，今後の動向について，翻って日本の銀行実務に及ぼす影響の観点からも，非常に興味深い．

報告者は，同法について，立法の経緯，関連判例の推移，政府関係機関の関与，並びに，米国銀行実務の動向等をサーベイし，問題の所在と今後の期待されるべき方向について，そして，より具体的に例示すれば，銀行商品サービスのＴＹＩＮＧにおける市場支配力の要否，その態様等について，研究をしている.
今回は、その中より，米国における銀行商品サービスのＴＹＩＮＧという経済行為に関し，判断の分かれている判例2件を取り上げ，市場活性化のための視点について，考察しつつ報告を行う．
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